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令和６年度「こども霞が関見学デー」について

「こども霞が関見学デー」は、文部科学省をはじめとした霞が関等に所在する各府省庁等

が連携し、子供たちを対象に業務説明や職場見学等を行うことにより、子供たちが夏休み

に広く社会を知る体験活動の機会とし、親子のふれあいを深めることを目的とする取り組

みです。

・対象：小・中学生・幼児等 （原則として保護者同伴）

・期間：令和６年8月7日（水曜日）・8日（木曜日）

・内容：各府省庁等の特色を生かし、子供たちを対象に広く社会を知る様々なプログラムを

設け、一斉に「こども霞が関見学デー」として実施します。

オンラインプログラムも実施します。

＜参加府省庁等＞

内閣官房、人事院、内閣府、宮内庁、公正取引委員会、警察庁、個人情報保護委員会、金融

庁、消費者庁、デジタル庁、復興庁、総務省、法務省、外務省、財務省、国税庁、文部科学省、

厚生労働省、農林水産省、経済産業省、特許庁、国土交通省、気象庁、環境省、防衛省、会計

検査院、国立国会図書館。
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１．検定試験体験プログラム実施概要

■ 検定試験体験プログラム実施概要

 日 時：2024年8月7日（水）・8月8日（木）10時～16時

 場 所：文部科学省東館3F

1特別会議室：検定試験体験ブース、記念撮影スポット

2特別会議室：検定試験のポスター掲示、えんにちコーナー

 目 的

• 検定試験の社会的活用促進のため、広く一般来場者に検定試験について知って

もらい、関心を持ってもらう。

• 検定業界一丸となって業界を盛り上げる。

 参加団体

検定ブース出展：文科省後援名義取得検定を実施する当機構加盟７団体

ポスター掲示：検定ブース出展７団体に加え、当機構加盟３団体

 企画内容

子供向けの模擬検定試験や実技試験の体験を提供し、検定試験について知ってもらい関心を

もってもらう。

 運営組織

主 管 文部科学省 総合教育政策局 生涯学習推進課

主催団体 特定非営利活動法人全国検定振興機構

協力団体 （検定ブース出展）

学校法人 香川栄養学園

公益社団法人 色彩検定協会

特定非営利活動法人世界遺産アカデミー

公益財団法人 日本英語検定協会

公益財団法人 日本漢字能力検定協会

一般財団法人 日本こころ財団

公益財団法人 日本数学検定協会

（ポスター掲示参加）

特定非営利活動法人日本語検定委員会

日本情報処理検定協会

特定非営利活動法人日本ニュース時事能力検定協会
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２．運営体制

主催（事務局）

総合責任者 吉田 博彦 特定非営利活動法人 全国検定振興機構 理事長

統括責任者 山本 瑞穂 特定非営利活動法人 全国検定振興機構 事務局

統括責任者 牟田 衆平 特定非営利活動法人 全国検定振興機構 事務局

統括責任者 宮城由美子 特定非営利活動法人 全国検定振興機構 事務局

協力団体（団体名50音順）

ブース責任者 片岡 玲子 学校法人 香川栄養学園

ブース責任者 山中 雄市 公益社団法人 色彩検定協会

ブース責任者 有川 葉津紀 特定非営利活動法人 世界遺産アカデミー

ブース責任者 板津 敏 公益財団法人 日本英語検定協会

ブース責任者 福永 健人 公益財団法人 日本漢字能力検定協会

ブース責任者 別府 武彦 一般財団法人 日本こころ財団

ブース責任者 登石 明紀 公益財団法人 日本数学検定協会

ポスター掲示団体 砂田 大輔 特定非営利活動法人 日本語検定委員会

ポスター掲示団体 長村 清高 日本情報処理検定協会

ポスター掲示団体 山本 加奈
特定非営利活動法人 日本ニュース時事能力検定
協会

3



法人名
出展内容

出展内容 幼児対応 配布物

1 学校法人
香川栄養学園

「食のクロスワードパズ
ル」に チャレンジしよ
う！！

ぬりえ（幼児対応）

2 公益社団法人
色彩検定協会

ペーパークロマトグラ
フィアートを作ってみよ
う！

【配布】体験内容につ
いての詳細冊子

3 特定非営利活動法人
世界遺産アカデミー

世界遺産の前で記念写
真を撮ろう！

世界遺産クイズに挑戦
しよう！

4 公益財団法人
日本英語検定協会

「実用英語技能検定」
（抜粋版）にチャレン
ジ！

「英検Jr.」にチャレン
ジ！

【展示】英検の全級（1
級～5級）の問題冊
子（持ち帰り自由）
【配布】各種パンフ
レット検定案内チラ
シの配布

5 公益財団法人
日本漢字能力検定協会

「漢字能力検定」にチャ
レンジしよう！

【配付】
パンフレット（要望が
あれば）

6
一般財団法人
日本こころ財団

トリックアートで心理学
にふれてみよう！（錯視
体験）

7 公益財団法人
日本数学検定協会

「算数検定」にチャレン
ジしよう！

「かずかたち検定」の
模擬検定（幼児向け）

【配布】数検の過去
問題

３．検定ブース出展団体 企画内容
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1. 来場した子供に「検定体験パスポート」を配

布し、子供は各検定ブースで体験すると体

験修了シールがもらえます。

2. 会場出口の記念撮影スポットで賞状を背景

に記念撮影ができます。

3. 1つでも検定体験をすると「検定体験パス

ポート」についている体験コインを使って隣

の部屋の「えんにち」コーナーで遊ぶことが

できます。

プログラムのポイント

 「検定体験パスポート」を配布することで、

いろいろな検定を体験したいと思うきっ

かけになり、体験したことを形として残す

ことができます。

 中面には「えんにち」コーナーで使える4つ

の体験コインが印刷されています。

４．検定試験体験プログラム

「検定体験パスポート」表紙・中面イメージ

5

体験の流れ

検定試験を体験している様子

「えんにち」コーナー

 「えんにち」コーナーは検定体験を

頑張った子供たちへのご褒美とし

て、今年度はじめて取り入れた仕組

みです。

 あてくじ、まとあて、消しゴムすくい

の３つの遊びを用意しました。

「えんにち」の様子



来場する保護者の方にも検定試験の面白さを味わってもらうことをねらいとして、新た

に「大人も検定チャレンジ」を実施しました。

 各検定試験の体験問題を集め、スマホで体験できる問題フォームを作成しました。

 子供が体験している時間にスマホで検定問題を体験してもらうことができます。

 紙のフォームを案内所に用意し、紙でも解答できるようにしました。

４．検定試験体験プログラム
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大人も検定チャレンジ

↓紙の問題用紙（A4横 表面） ↓オンラインの解答画面イメージ

記念撮影スポット

 カメラの前に立つことで、背景画像と合成した

映像がモニターに映し出され、賞状の中に入っ

ているような写真が撮れる記念撮影スポット

を用意しました。

記念撮影スポットの様子

背景合成のイメージ→



非常に満足

小学３年生 保護者

４．検定試験体験プログラム
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非常に満足

小学３年生 保護者

非常に満足

小学６年生 保護者

非常に満足

小学１年生 保護者

やや満足

中学生 保護者

非常に満足

小学1年生 保護者

プログラムに参加した保護者の声

P16 参加者アンケート（その他感想抜粋）

＊P15 参加者アンケート「7. プログラム全体の満足度」

92% 3,866枚

参加人数

プログラムに参加した
子供の総数

1,480人

参加者満足度

プログラムが良かった
と感じた保護者の割合*

シール配布枚数

検定体験で配布した
シールの枚数

このイベント来たら、最初に来る

くらいこの企画が好きです。

年齢に合わせたプログラムが体

験できて楽しかったです。

自信がついたり、興味が出てき

て、えんにちもあり、とても楽し

んでいました。

案内も細やかに行われていて、

迷うことなく体験できました。

思いがけず参加しましたが楽し

い企画でした。ありがとうござ

いました。

おみやげがある体験は思い出に

なりました。

プログラムの成果



会場に来場できない子供たちにも広く社会を知る機会を提供するために、オンライン企

画として検定試験体験プログラムの特設ページを期間限定で公開しました。

特設ページでは当機構の加盟団体の協力のもと、子供向けの模擬検定体験や検定試験

の取組みを紹介する動画、合格者の声などを掲載しました。

５．オンライン特設ページ

〇オンライン特設ページ

タイトル ： 「2024こども霞が関見学デー

検定体験プログラム」

公開期間： 8月5日（月）～8月30日（金）

掲載内容： ① 検定試験体験

② 検定紹介動画

③ ブース紹介

④ 合格者の声
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 対 象： 来場した子共の引率者（保護者）

 回答総数： 336 （オンライン：312, 紙：24）

 回答期間： 2024年8月7日～8日

n=336 選択式, 複数回答法

引率者は例年同様「母」が一番

多く82％、「父」は14％だっ

た。

全体的な構成比率は昨年とほ

ぼかわらなかった。

n=336  選択式, 単数回答法

参加した子供の学年について、最も割合が多かったのは小学3年生で19%だった。全

体的な構成比率は例年とほぼ変わらなかった。

６．参加者アンケート結果
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13%
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17%

12%

13%

12%

13%

9%

8%

10%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024

2023 未就学児

小学1年生

小学2年生

小学3年生

小学4年生

小学5年生

小学6年生

中学生以上

母

82.4%

父

13.7%

祖父母

3.0%

その他

0.9%

母

父

祖父母

その他

引率者の属性

参加した子供の学年



n=336  選択式, 複数回答法

全体的な傾向は昨年とほぼ変わらず、最も多かったのは「会場の前を通ったとき」で

33%、その他の主な内容は「友人からの紹介」や「過去にも来たから」などだった。

n=336   選択式, 複数回答法

全体的な傾向は昨年とほぼ変わらず、最も多かったのは「子どもが希望したから」で60%

次いで「えんにちで遊べるから」が47% 、「検定試験が体験できるから」が46%だった。
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６．参加者アンケート結果

1.9%

5.0%

4.7%

15.7%

22.0%

26.4%

36.1%

0.9%

3.9%

6.5%

14.3%

23.8%

24.4%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40%

他の会場で知った

検定団体の広報

その他

案内の看板

当日配布された案内のチラシ

文部科学省の広報

会場の前を通ったとき

１. この検定試験体験プログラムを何で

知りましたか

2024

2023

1.1%

6.3%

9.9%

44.4%

50.4%

53.7%

0.9%

11.0%

16.1%

46.4%

47.0%

59.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

興味のある検定があったから

過去にも来たから

検定試験が体験できるから

だがしや楽校があるから

えんにちで遊べるから

子どもが希望したから

２．ご来場いただいた理由

2024

2023
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６．参加者アンケート結果

最も多かったのは「検定試験体験」で83%、次いで、「えんにちでの遊び」が76% 「検定

試験パスポート」が59%という結果になった。

2 ; 0.6%

65 ; 19.4%

184 ; 54.9%

198 ; 59.1%

255 ; 76.1%

277 ; 82.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

記念撮影スポット

体験したらもらえるシール

検定体験パスポート

えんにちでの遊び

検定試験体験

3. お子様が体験されたものの中で最もよかった

ものを３つお選びください

4. 3. で選んだものについて、特に良かったことを

お聞かせください （自由記述）

回答形式：自由記述 回答数：187

以下、自由記述の回答をA~Gのカテゴリに分類。()内はカテゴリごとの回答数。回答抜粋。

A) 検定体験（103）

 知らない検定もあり、体験できたのがよかった。受けたいと思った

 検定の試験体験で楽しいと思うと、やる気が出る

 受けたい検定の本物の見本があり、実践できたのがとても良かったです

 検定試験を受けてみようとすすめていたのですが、「できないからやだ」と言われ

ていました。体験出来たことで、イメージが変わったようで、興味を持ってくれまし

た

補足：各ブースの体験内容がよかったという感想もあった

例）世界遺産検定が楽しかった

n=336 選択式, 複数数回答法
データラベル（回答数；割合）
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６．参加者アンケート結果

B) えんにち（38）

 えんにちは魅力的でした

 えんにち遊びができることが子供の動機になったので有り難かったです

 えんにちで遊ぶために何かちょっとでも興味のあるものを無理にでも見つける

 えんにちが楽しみで全部回れるようです

C) 検定体験とえんにちの組み合わせ（11）

 子供はえんにちで遊べることに惹かれて体験したいと思ったようでした

 頑張ったご褒美でえんにちに行けるような流れになっていてとても良いと思いまし

た

 学びと遊びのバランス

 学ぶ喜びのモチベーションアップになると思ったので良かったです

 試験も体験出来て縁日でもあそべるので

D) シール（10）

 可愛いシールがもらえて、縁日で遊べること

E) パスポート（5）

 パスポートというシステムによって、子ども自身が興味のある検定だけでなく他の

ジャンルにも挑戦する姿が見られたのが良かった

F) 記念撮影（4）

 写真が好き

G) その他（17）

 楽しく取り組める、知らないことを知れる

 楽しみながら勉強になる

 実際に問題がもらえたりしたこと

 風船をもらって喜んでいた



n=336
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６．参加者アンケート結果

「大人も検定チャレンジ」が38%で最も多く、次いで「シールで交換できる検定グッズ」が

30%、「保護者向けの検定体験パスポート」が26%、「検定団体のポスター掲示」が6%と

いう結果となった。

6. 5. で選んだものについて、特に良かったことをお聞かせください

A) 大人も検定チャレンジ（66）

 何か検定を受けてみたいと思ったから

 適度に難しくて面白かったです

 大人も体験できることで理解が深まった

 簡単だろうと思ったら難しくてびっくりしました。侮れません

 子どもの付き添いだけでなく一緒に体験出来るのは楽しい

 日ごろあまり考えることがない問題で面白かった

 勉強し直そうと思いました

 良問揃いでした

 意外と難しい！

1 ; 0.3%

20 ; 6.1%

84 ; 25.7%

98 ; 30.0%

124 ; 37.9%

0% 10% 20% 30% 40%

その他

検定団体のポスター掲示

保護者向けの検定体験パスポート

シールで交換できる検定グッズ

大人も検定チャレンジ

5. ご自身（保護者）が体験したものの中で最も

よかったと感じたものを一つお選びください

回答形式：自由記述

以下、自由記述の回答をA~Gのカテゴリに分類。()内はカテゴリごとの回答数。回答抜粋。

n=336 選択式, 単数回答法
データラベル（回答数；割合）
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６．参加者アンケート結果

B) シールで交換できる検定グッズ（33）

 色々チャレンジするきっかけになるから

 子どもがよろこぶものがありよかった

 景品がもらえると大人でも嬉しいです

 グッズのクオリティーがいいので！

C) 保護者向けの検定体験パスポート（27）

 子供を待っている間にできるから暇じゃなかった

 一緒に楽しめた

 娘と同じ体験ができてコミュニケーションが楽しめました

D) 検定団体のポスター掲示（13）

 色々な検定があることがわかったから

 わかりやすかったから

 チャレンジしてみようかと思うきっかけになった
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６．参加者アンケート結果

56.8%
35.0%

7.6%
0.6%

非常に満足

やや満足

普通

やや不満

プログラム全体の満足度は

「非常に満足」が56.8%、

「やや満足」が35%で、「非常

に満足」と「やや満足」を合わ

せると91.8%となり、概ね

高い満足度となった。

n=336  選択式, 単数回答法7. プログラム全体の満足度

８．「検定試験体験プログラム」全体を通して、お気づきになられた

改善点などがありましたら、ご記入ください
回答形式：自由記述

（改善のための意見抜粋）

■会場の混雑状況に関する意見

 もう少し混雑が、解消されるといいです。でも仕方ないですね

 群を抜いて混んでいる

 ブースごとの席は増やしたほうがよい

 もう少し会場が広いと混雑も減りスムーズに体験出来そう

 少し混んでいたので、もう少し対応してくれるスタッフさんが多いと助かります

■待ち時間に関する意見

 待ち時間が多い

 混雑していたので、体験時間を短くして欲しい

 並びや待ち時間が分かると嬉しい
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６．参加者アンケート結果

■待機列に関する意見

 こどもには親が必ずつくので2人分、兄弟がいればそれ以上のスペースを確保して

いただくとよいと思います。並んでても近い…

 幼児と小学生を分けて欲しいです

 最終尾がわかりにくい

■その他の意見

 去年あったタイピング検定があればよかったです

 疑似検定後に渡してくださるパンフは最小限のほうが地球に優しい気がしました。

捨てている方が見受けられたので

 昨年の検定を頑張ってコインをもらえる方が娘にはやる気が出て楽しそうでした

（その他感想抜粋）

 年齢に合わせたプログラムが体験できて楽しかったです

 自信がついたり、興味が出てきて、えんにちもあり、とても楽しんでいました

 おみやげがある体験は思い出になりました

 案内も細やかに行われていて、迷うことなく体験できました

 このイベントに来たら、最初に来るくらいこの企画が好きです

 思いがけず参加しましたが楽しい企画でした。ありがとうございました



 動機付け

昨年度まで外部団体に委託して実施していた「だがしや楽校」に代わり、今年度新たに「えんに

ち」コーナーを企画・実施しました。

「えんにち」コーナーではスタッフと子供たちとの交流が生まれ、楽しそうにしている子供たち

の姿が見られました。来場者アンケートの結果も好評で、新しい動機付けの施策として有効だ

ということが分かりました。

 来場者数

今年度は会場を2部屋に分けて実施したことで会場の広さにゆとりができました。それによっ

て入口での入場制限をかけなかったこともあり、来場者数が昨年度から28%増加しました。

また、１つでも検定体験をすると「えんにち」に参加できたため、一人の子供が検定体験にかけ

る時間が減り、会場内の子供の入れ替わりが多くなったことも来場者増の理由と考えられま

す。

来場者数が増えた一方で、子供一人当たりのシール獲得枚数（＝子供一人当たりの体験数）は

減少しました。

今後は、来場する子供にいくつくらいの検定体験をしてもらいたいのかという目標を定めたう

えで、プログラムの内容を検討していく必要があると考えています。

 スタッフの確保

各検定ブースでの人手不足が例年課題としてあがっていました。今年度新たに学生ボランティ

アを募集し、検定ブース内で子供たちの体験のお手伝いをしてもらいました。

学生ボランティアには事前研修や開始前のレクチャーを実施することで、スムーズに参加でき

る体制を整えました。

参加した学生からは「子供たちとふれあうことができて有意義だった」などの感想があがり、出

展団体からは「学生ボランティアのおかげで、参加者へのサポートが充実した」、「即戦力になっ

た」などの感想があがりました。

ボランティアとして参加した学生と出展団体の双方にとって有意義な取り組みとなりました。

一方でプログラム全体の運営を支えるスタッフは、まだ十分な人数を確保できているとは言え

ないため、今後もボランティアを含めた運営スタッフの確保が課題です。

 保護者対応

例年、子供が体験をしている間に保護者の方が手持ち無沙汰になるという課題がありました。

保護者の方にも検定試験の面白さを味わってもらうことをねらいとして、今年度新たに「大人

も検定チャレンジ」を実施しました。

344人の保護者が体験に取り組み、保護者からは「大人も体験できることで理解が深まっ

た」、「付き添いだけでなく一緒に体験出来るのは楽しい」などの感想が寄せられました。

保護者の待ち時間の活用策として、また、保護者にも検定試験の面白さを知ってもらうきっか

けとして、「大人も検定チャレンジ」がとても効果的だったことが分かりました。
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７．まとめ
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【参考資料】検定体験パスポートデザイン

二次元
コード



19

【参考資料】保護者用配布チラシ表
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【参考資料】保護者用配布チラシ裏

二次元
コード 二次元

コード

二次元
コード
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【参考資料】参加者アンケート用紙
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